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〇
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
お
い
て
は
、
協
定
に
お
け
る
目
標
達
成
に
向
け
た
全
体
的
な
実
施
状
況
等
を
評
価
し
、
取
組
が
不
十
分
な
協
定
に
対

し
て
は
、
改
善
に
向
け
た
指
導
・
助
言
を
行
い
制
度
の
実
施
効
果
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
実
施
状
況
・
効
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
施
策
検
討
の
た
め
、
対
策

の
中
間
年
に
中
間
年
評
価
、
最
終
年
に
最
終
評
価
を
実
施
。

〇
国
は
、
実
施
要
領
第
１
３
の
４
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
の
報
告
を
受
け
中
立
的
な
第
三
者
機
関
に
お
い
て
交
付
金
に
係
る
効
果
等
を
検
討
し
、
評
価
す

る
と
と
も
に
、
効
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
制
度
全
体
の
見
直
し
を
実
施
。

１
評
価
の
仕
組
み
と
最
終
評
価
の
目
的

平
成
2
7年
度

（
１
年
目
）

平
成
2
8年
度

（
２
年
目
）

平
成
2
9年
度

（
３
年
目
）

平
成
3
0年
度

（
４
年
目
）

平
成
3
1年
度

（
５
年
目
）

評
価
の

進
め
方

第
三
者

委
員
会

・
実
施
状
況
の
検
証

・
評
価
の
視
点

・
評
価
の
進
め
方

・
評
価
項
目

・
実
施
状
況
の
検
証

・
評
価
の
進
め
方

・
評
価
項
目

・
試
行
評
価
の
実
施
計
画

・
実
施
状
況
の
検
証

・
試
行
評
価
結
果
の
検
証

・
評
価
項
目

・
中
間
年
評
価
実
施
計
画

・
実
施
状
況
の
検
証

・
中
間
年
評
価
と
り
ま
と
め

取
組
の
進
捗
状
況

効
果
、
課
題
の
整
理
等

・
最
終
評
価
の
視
点

・
評
価
項
目

・
最
終
評
価
実
施
計
画

・
実
施
状
況
の
検
証

・
最
終
評
価
と
り
ま
と
め

取
組
実
績

効
果
、
課
題
の
整
理

今
後
、
必
要
な
取
組

実
施
状
況

の
確
認

実
施
状
況

の
確
認

実
施
状
況

の
確
認

実
施
状
況

の
確
認

取
組
支
援

取
組
支
援

取
組
支
援

協
定
の

認
定

取
組
支
援

中
間
年
評
価
の
手
法
・
内
容
の
検
討

・
評
価
の
視
点

・
評
価
項
目
、
調
査
内
容
・
分
析
方
法

・
試
行
評
価
の
実
施

最
終
評
価
の

手
法
・
内
容

の
検
討

評
価
・
分
析
の
実
施

・
評
価
票

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

・
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析

中
間
年
評
価

（
協
定
活
動
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
評
価
）

自
己
評
価

市
町
村
・
都
道
府
県
に
よ
る
客
観
的
評
価

協
定
に
対
す
る
指
導
・
助
言
等

（
本
制
度
の
実
施
効
果
に
関
す
る
評
価
）

耕
作
放
棄
の
発
生
防
止

農
村
協
働
力
の
向
上
・
維
持

構
造
改
革
の
推
進
等

（
制
度
全
体
に
対
す
る
評
価
等
）

制
度
の
実
施
効
果

協
定
等
の
抱
え
る
課
題

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
等

評
価
・
分
析

の
実
施

最 終 評 価

施 策 へ の 反 映

1



（
参
考
）

第
1
3
交
付
金
交
付
の
評
価

１
交
付
金
の
評
価
は
、
中
間
年
評
価
及
び
最
終
評
価
と
す
る
。

２
市
町
村
長
は
集
落
等
の
取
組
状
況
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

３
都
道
府
県
知
事
は
市
町
村
長
か
ら
の
報
告
内
容
を
、
中
立
的
な
第
三
者
機
関
に
お
い
て
検
討
し
、
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
地
方
農

政
局
長
（
北
海
道
に
あ
っ
て
は
直
接
、
沖
縄
県
に
あ
っ
て
は
沖
縄
総
合
事
務
局
長
）
を
経
由
し
て
農
村
振
興
局
長
に
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

４
農
村
振
興
局
長
は
都
道
府
県
知
事
の
報
告
を
受
け
、
中
立
的
な
第
三
者
機
関
に
お
い
て
交
付
金
に
係
る
効
果
等
を
検
討
し
、
評
価
す
る
と
と
も

に
、
中
山
間
地
域
農
業
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
変
化
、
協
定
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
て
の
取
組
を
反
映
し
た
農
用
地
の
維
持
・
管
理
の
全
体
的
な

実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
５
年
後
に
制
度
全
体
の
見
直
し
を
行
う
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
３
年
後
に
所
要
の
見
直
し
を
行
う
。

第
1
7
交
付
金
交
付
の
評
価

１
実
施
要
領
第
1
3
の
１
の
「
交
付
金
の
評
価
」
は
、
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
。

(
1
)
 
中
間
年
評
価
は
、
平
成
3
0
年
6
月
末
ま
で
に
実
施
す
る
。

(
2
）
最
終
評
価
は
、
平
成
3
1
年
8
月
末
ま
で
に
実
施
す
る
。

２
評
価
は
、
集
落
協
定
で
規
定
し
た
農
業
生
産
活
動
等
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
、
集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
定
め
た
取
り
組
む
べ
き
事
項
等

の
達
成
状
況
及
び
自
律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
等
の
進

捗
状
況
等
に
つ
い
て
行
う
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
実
施
要
領
（
抜
粋
）

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
実
施
要
領
の
運
用
（
抜
粋
）

２



２
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

（
１
）
制
度
の
目
的

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
規
定
を
受
け
て
、
農
業
生
産
活
動
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
農
業
の
生
産
条
件
の
不
利
を

補
正
す
る
こ
と
に
よ
り
多
面
的
機
能
の
確
保
を
特
に
図
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
平
成
１
２
年
度
か
ら
制
度
を
開
始
。

○
耕
作
放
棄
の
発
生
防
止
や
農
道
・
水
路
の
管
理
等
の
取
組
の
ほ
か
、
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
一
層
図
る
た
め
、
担
い
手
の

育
成
・
確
保
、
付
加
価
値
の
向
上
な
ど
自
律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
等
の
体
制
整
備
に
向
け
た
前
向
き
な
取
組
等
を
推
進
。

＜
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
お
け
る
基
本
理
念
＞

食
料
の
安
定
供
給
の

確
保

多
面
的
機
能
の
適
切

か
つ
十
分
な
発
揮

農
村
の
振
興

①
農
村
の
総
合
的
な
振
興

②
中
山
間
地
域
等
の
振
興

③
都
市
と
農
村
の
交
流

農
業
の
持
続
的
な
発
展

３

第
１
趣
旨

中
山
間
地
域
等
は
流
域
の
上
流
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
中
山
間
地
域
等

の
農
業
・
農
村
が
有
す
る
水
源
涵
養
機
能
、
洪
水
防
止
機
能
等
の
多
面
的
機
能

に
よ
っ
て
、
下
流
域
の
都
市
住
民
を
含
む
多
く
の
国
民
の
生
命
・
財
産
と
豊
か

な
く
ら
し
が
守
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
山
間
地
域
等
で
は
、
高

齢
化
が
進
展
す
る
中
で
平
地
に
比
べ
自
然
的
・
経
済
的
・
社
会
的
条
件
が
不
利

な
地
域
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放
棄
の
増
加
等
に
よ
り
、

多
面
的
機
能
が
低
下
し
、
国
民
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
経
済
的
損
失
が
生
じ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

（
中
略
）

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
に
よ
り
多
面
的
機
能
の
低
下
が

特
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、
担
い
手
の
育
成
等
に
よ
る

農
業
生
産
の
維
持
を
通
じ
て
、
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
国
民
の

理
解
の
下
に
、
法
、
関
連
す
る
政
省
令
及
び
そ
の
他
通
知
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
交
付
金
を
交
付
す
る
。

第
２
交
付
金
の
基
本
的
考
え
方

１
基
本
的
考
え
方

(
3
)
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、
農
業

生
産
活
動
等
の
中
心
と
な
る
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
農
業
生
産
を
基
本
と

し
た
付
加
価
値
の
向
上
等
が
図
ら
れ
、
将
来
的
に
は
、
交
付
金
に
頼
ら
ず
と

も
農
業
生
産
活
動
等
の
自
律
的
か
つ
継
続
的
な
実
施
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

集
落
等
に
対
し
、
必
要
な
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(
4
)
な
お
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
多
面
的
機
能
の

維
持
・
増
進
を
一
層
図
る
た
め
、
自
律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
等

の
体
制
整
備
に
向
け
た
前
向
き
な
取
組
等
を
推
進
す
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
実
施
要
領
（
抜
粋
）

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
で
の
位
置
付
け

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
平
成
１
１
年
法
律
１
０
６
号
）

（
中
山
間
地
域
等
の
振
興
）

第
３
５
条
第
２
項

国
は
、
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
は
、
適
切
な
農
業
生
産
活
動
が
継
続
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
農
業
の
生
産
条
件
に
関
す
る
不
利
を
補
正
す
る
た
め
の
支
援
を

行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
多
面
的
機
能
の
確
保
を
特
に
図
る
た
め
の
施
策
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。



（
２
）
評
価
の
視
点
①
（
整
理
の
方
向
）

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
本
制
度
の
実
施
状
況
、
協
定
に
定
め
ら
れ
た
活
動
の
達
成
状
況
等
を
踏
ま
え
（
１
）
協
定

農
用
地
等
の
維
持
管
理
を
通
じ
た
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
（
２
）
農
業
生
産
体
制
の
整
備
や
所
得
形
成
な
ど
農
業
の
構
造
改
革
（
３
）
農
村
協

働
力
の
向
上
・
維
持
（
４
）
集
落
間
連
携
や
協
定
活
動
の
核
と
な
る
人
材
の
確
保
な
ど
取
組
体
制
の
強
化
等
の
視
点
に
基
づ
き
検
証

○
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
制
度
全
般
に
対
す
る
総
合
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
協
定
等
が
抱
え
る
課
題
、
今
後
進
め
る
べ
き
取
組
等
を
整
理
。

整
理
の
方
向

整
理
の
方
向

１
本
制
度
の
実
施
状
況

２
協
定
に
定
め
ら
れ
た
活
動
の
達
成
状
況

３
協
定
の
活
動
実
績
の
詳
細

・
ど
れ
だ
け
の
地
域
・
農
業
者
等
が
農
用
地
等
の

維
持
管
理
に
取
り
組
ん
だ
の
か

・
交
付
金
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
の
か

等

・
そ
の
取
組
は
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か

４
都
道
府
県
・
市
町
村
に
よ
る
評
価

①
制
度
に
対
す
る
総
合
評
価
、
支
援
効
果
②
集
落
等
に
お
け
る
効
果
③
今
後
と
も
農
業
生
産
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
上
で
の
課
題
④
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
等

①
基
礎
単
価
②
体
制
整
備
単
価
③
加
算
措
置

④
取
組
体
制
の
強
化
⑤
集
落
戦
略
等

（
活
動
実
績
の
検
証
）

・
集
落
等
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

５
第
４
期
対
策
の
最
終
評
価
（
ま
と
め
）

①
制
度
に
対
す
る
総
合
評
価
②
集
落
等
に
お
け
る
効
果
、
本
制
度
に
よ
る
支
援
③
課
題
④
今
後
進
め
て
い
く
べ
き
取
組
⑤
農
用
地
減
少
防
止
効
果
の
推
計
等

協
定
農
用
地
等
の
維
持
管
理
を
通
じ

た
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
に
関

す
る
評
価

農
業
の
構
造
改
革
に
関
す
る
評
価

農
村
協
働
力
の
向
上
・
維
持
に
関
す
る

評
価

集
落
間
連
携
、
人
材
確
保
な
ど
取
組
体

制
の
強
化
に
関
す
る
評
価

制
度
全
体
の
見
直
し
を
検
討
（
次
期
対
策
）

４



（
２
）
評
価
の
視
点
②

５

１
本
制
度
の
実
施
状
況
（
３
０
年
度
末
）

・
耕
作
放
棄
の
発
生
防
止
、
農
道
・
水
路
の
維
持
管
理
、
多
面
的
機
能
の
増
進
に
取
り
組
む
意
欲
的
な
地
域
、
参
加
者
の
広
が
り
の
状
況
は
ど
う
か
。

・
本
交
付
金
が
農
業
生
産
活
動
の
継
続
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
て
い
る
か
。

２
協
定
に
定
め
ら
れ
た
活
動
の
達
成
状
況

・
協
定
に
定
め
ら
れ
た
活
動
が
目
標
年
度
ま
で
継
続
・
達
成
さ
れ
る
か
。

３
協
定
の
活
動
実
績
の
詳
細

（
１
）
基
礎
単
価

・
耕
作
放
棄
の
発
生
防
止
、
農
道
・
水
路
の
維
持
管
理
、
多
面
的
機
能
の
増
進
と
い
っ
た
農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
活
動
（
基
礎
単
価
）
が
実
施
さ

れ
て
い
る
か
、
主
に
ど
の
よ
う
な
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

（
２
）
体
制
整
備
単
価

・
担
い
手
の
確
保
や
農
地
集
積
、
高
収
益
作
物
の
導
入
や
６
次
産
業
化
・
都
市
と
の
交
流
、
集
団
的
か
つ
持
続
可
能
な
体
制
整
備
と
い
っ
た
「
農
業
の
構
造
改
革
に
向
け

た
活
動
（
将
来
的
な
農
業
生
産
活
動
の
継
続
に
向
け
た
活
動
）
」
(
体
制
整
備
単
価
)
の
取
組
は
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。
主
に
ど
の
よ
う
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

・
活
動
の
中
核
を
担
う
新
規
参
加
者
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
（
体
制
整
備
単
価
：
Ｂ
要
件
）
。

（
３
）
加
算
措
置

①
集
落
連
携
・
機
能
維
持
加
算

・
本
加
算
を
活
用
し
た
集
落
協
定
の
広
域
化
支
援
（
取
組
体
制
の
強
化
で
整
理
）
及
び
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
支
援
の
取
組
は
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

・
集
落
間
連
携
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
（
中
心
的
な
役
割
を
担
う
人
材
の
確
保
や
取
組
面
積
等
の
拡
大
な
ど
）
。

②
超
急
傾
斜
農
地
保
全
管
理
加
算

・
本
加
算
を
活
用
し
た
超
急
傾
斜
農
地
の
保
全
、
農
産
物
の
販
売
促
進
活
動
の
取
組
は
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

（
４
）
集
落
戦
略

・
集
落
戦
略
の
作
成
は
進
ん
で
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
協
定
で
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

・
集
落
戦
略
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
集
落
等
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。



（
２
）
評
価
の
視
点
③

３
協
定
の
活
動
実
績
の
詳
細
（
つ
づ
き
）

（
５
）
取
組
体
制
の
強
化
（
集
落
連
携
・
機
能
維
持
加
算
の
広
域
化
支
援
を
含
む
）

・
協
定
の
広
域
化
（
統
合
）
の
取
組
は
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、
広
域
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
（
協
定
参
加
者
や
取
組
面
積
の
増

加
、
担
い
手
や
核
と
な
る
人
材
の
確
保
、
収
益
向
上
、
農
村
協
働
力
（
集
落
機
能
）
の
向
上
・
維
持
等
）
。

（
６
）
一
農
業
者
当
た
り
の
上
限
受
給
額
の
拡
大
（
１
０
０
万
円
→
２
５
０
万
円
）

・
一
定
規
模
以
上
の
農
用
地
を
維
持
管
理
し
て
い
る
農
業
者
の
経
営
安
定
に
寄
与
し
て
い
る
か
（
１
０
０
万
円
を
超
え
る
交
付
金
配
分
者
数
の
実
績
）
。

４
都
道
府
県
・
市
町
村
に
よ
る
評
価

（
１
）
総
合
評
価

・
本
制
度
は
、
中
山
間
地
域
等
の
農
業
農
村
の
維
持
・
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
か
。
本
制
度
に
よ
る
支
援
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
か
（
プ
ロ
セ
ス
）
。

（
２
）
集
落
等
に
お
け
る
効
果

・
本
制
度
（
１
～
４
期
）
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
集
落
等
で
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か
（
効
果
：
耕
作
放
棄
の
発
生
防
止
、
農
業
の
構
造
改
革
、
農
村
協

働
力
（
集
落
機
能
）
の
向
上
・
維
持
等
）

（
３
）
今
後
と
も
農
業
生
産
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
上
で
の
課
題

・
次
期
対
策
に
取
り
組
み
、
更
に
将
来
に
わ
た
っ
て
農
用
地
等
を
維
持
管
理
し
て
い
く
上
で
、
集
落
等
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
何
か
。

・
本
制
度
の
対
象
農
用
地
を
有
し
て
い
る
が
取
り
組
ん
で
い
な
い
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
何
か
。

（
４
）
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

・
集
落
等
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
し
、
次
期
対
策
に
取
り
組
め
、
更
に
将
来
に
わ
た
っ
て
農
用
地
等
を
維
持
管
理
し
て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

（
５
）
都
道
府
県
第
三
者
委
員
会
に
お
け
る
主
な
意
見

・
（
１
）
～
（
４
）
に
関
し
、
都
道
府
県
の
第
三
者
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
か
。

５
第
４
期
対
策
の
最
終
評
価
（
ま
と
め
）

・
本
制
度
の
実
施
状
況
、
活
動
の
達
成
状
況
・
実
施
効
果
、
都
道
府
県
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
第
４
期
対
策
で
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
、
課
題
は
何
か
、
課

題
解
決
に
向
け
、
本
制
度
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
内
容
は
何
か
。

６



【参考：各市町村用 調査様式】

市町村最終評価結果書

協定 協定 協定】

人

ha ha #DIV/0! ％】

ha #DIV/0! ％】

田　： ha 畑　： ha】

草地　： ha 採草放牧地　： ha】

千円 千円 千円】

協定

協定

協定

協定

協定

協定

協定

協定

集落協定 個別協定

ha ha

ha ha

ha ha

○○県○○市　最終評価結果書（案）

【様式１】

都道府県名 市町村名 地方公共団体コード

【協定締結面積 協定締結面積率

集落協定参加者数

【地目別交付面積内訳

(3) 交付金額 【うち共同取組活動分　： うち個人配分分　：

１　実施状況の概要（平成30年度末時点）

(1) 協定数 【うち集落協定 うち個別協定

(2) 交付面積 【対象農用地面積 交付面積率

２　第４期中間年評価結果のフォロー等

項目 現状等

・ 指導・助言を行っている協定の現状

　③ 第４期中間年評価における要指導・助言協定数

　④ 上記のうち

　　・ 31年度までに目標達成が見込まれる協定数

　　・ 引き続き、指導・助言が必要な協定数

　① 指導・助言を行っている平成30年度末時点の協定数

　② 上記のうち

　　・ 31年度までに目標達成が見込まれる協定数

　　・ 引き続き、指導・助言が必要な協定数

　　・ 取組の改善が見込めないものとして措置を講じた協定数

　　・ 取組の改善が見込めないものとして措置を講じた協定数

３　事項ごとの評価

項目

取組に対する評価及び関連する課題

　① 協定締結面積

　② 農振農用地区域への編入面積

　③ 既荒廃農地の復旧面積

取組の概要及び取組により生じた効果

(1) 集落マスタープランに定めた取り組むべき事項

取組に対する評価及び関連する課題

取組の概要及び取組により生じた効果

(2) 農業生産活動等として
取り組むべき事項

・耕作放棄の防止等の活動



【参考：各市町村用 調査様式】

集落協定 個別協定

ｍ ｍ

ｍ ｍ

集落協定 個別協定

ha ha

ha ha

ha ha

施設 施設

協定 協定

協定 協定

ha

ha

ha

ha

ha

人

人

人

法人

　　　うちその他【　　　　　　　　　　　】 人・団体

人

協定

ha

　① 機械・農作業の共同化への取組面積

　② 高付加価値型農業の実践への取組面積(3) 農業生産活動等の体制
整備として取り組むべき事
項

取組に対する評価及び関連する課題

取組の概要、取組により生じた効果（体制整備単価が加算されていることによる効果）

・Ａ要件

・Ｂ要件【第４期対策新規措
置】

・水路、農道等の管理活動

取組の概要及び取組により生じた効果

・多面的機能を増進する活
動

　① 管理する水路の延長

　② 管理する農道の延長

取組の概要及び取組により生じた効果

　⑤ 景観作物の作付けに取り組む協定数

　⑥ 堆きゅう肥の施肥に取り組む協定数

　③ 市民農園等の面積

　④ 体験民宿等の施設数

取組に対する評価及び関連する課題

　① 周辺林地の下草刈の面積

　② 棚田オーナー制度の対象面積

取組に対する評価及び関連する課題

取組の概要、取組により生じた効果（体制整備単価が加算されていることによる効果）

　① 集落協定への新規参加者数

　② 新規就農者等確保数

　③ 農業生産条件の強化への取組面積

　④ 担い手への農地集積への取組面積

　⑤ 担い手への農作業の委託への取組面積

　③ 地場産農産物等の加工販売の取組協定数

　④ 消費・支出の呼び込みの取組面積

　　　うち女性

　　　うち若者

　　　うちＮＰＯ法人



【参考：各市町村用 調査様式】

協定

協定

ha

集落協定 個別協定

ha ha

集落 集落

ha ha

協定 ha

協定 ha

協定 ha

協定 ha

協定 ha

協定 ha

協定 ha

協定 ha

協定 ha

人

取組の概要、取組により生じた効果（体制整備単価が加算されていることによる効果）

取組に対する評価及び関連する課題

取組の概要、取組により生じた効果（単価が加算されていることによる効果）

　② 超急傾斜農地保全管理加算の対象面積【第４期対策新規措置】

・集落戦略【第４期対策新
規措置】

取組に対する評価及び関連する課題

　② うち、Ｃ要件に位置づけた取り決めが実行された協定数

　③ Ｃ要件に位置づけた取り決めにより農業生産活動が継続された面積

　　　うち15ha以上又は集落連携・機能維持加算に取り組む協定数及び面積

　　　うち15ha以上又は集落連携・機能維持加算に取り組む予定の協定数及び面積

　　　うち15ha以上の協定数及び面積

　　　うち集落連携・機能維持加算に取り組む予定の協定数及び面積

　③ 集落戦略の策定を契機に増加した協定数、協定面積、参加者数

　① 集落連携・機能維持加算（小規模・高齢化集落支
援）の対象面積及び協定に取り込んだ農業集落数

交付金返還の特例措置により安心して取組が行えるようになった

集落間連携や協定規模の拡大に向けた取組が進んだ、気運が高まった

課題解決に向けた話し合いを通じて農村協働力（集落機能）が向上した

農地管理の見通しが明らかになり、農地維持に向けた気運が高まった

担い手に対する農地集積が進んだ、検討が進んだ

　② 集落戦略を作成中の集落協定数及び面積

取組に対する評価及び関連する課題

　① 集団的かつ持続可能な体制整備の実施協定数

(4) その他協定締結による
活動

農地の受け手が確保された、気運が高まった

高収益作物や６次産業化など所得形成に向けた取組が進んだ、気運が高まった

オーナー制など都市住民を巻き込んだ農地の保全活動が進んだ、気運が高まった

補助事業など課題解決のための支援が受けられた

　　　うち集落連携・機能維持加算に取り組む協定数及び面積

・C要件

・加算措置（集落連携・機能
維持加算（集落協定の広域
化支援）を除く。）

その他【　　　　　　　　　　　　　　　】

効果なし

　① 集落戦略を作成した集落協定数及び面積

　　　うち15ha以上の協定数及び面積

取組の概要及び取組により生じた効果



【参考：各市町村用 調査様式】

協定 ha

協定 集落

人

ha

協定 ha

協定 集落

人

人

ha

・個人配分の上限交付額の
引き上げ【第４期対策新規
措置】

取組の概要及び取組により生じた効果

取組に対する評価及び関連する課題

農村協働力（集落機能）が向上した、維持できた

高収益作物の生産、加工・直売、都市との交流等により所得が向上した

効果なし

　① 集落協定を広域化又は連携した協定数及び面積

定住条件が整備された

農外、地域外等の新たな人材が確保できた・集落協定の広域化・集落
間連携（集落協定の統合）

　　　統合により増加した協定参加者数

　　　統合により新たに協定に取り組んだ面積

　　　統合により新たに協定に取り組んだ面積

協定活動を継続するための人員が確保できた

交付金の規模が大きくなり、農業用機械・施設、基盤整備、鳥獣害防護施設などの充実や、事務局
経費の確保が図られた

集落営農や認定農業者など農業の担い手が確保できた

事務局機能が一元化できた

　　　統合対象協定数及び農業集落数

　② うち集落連携・機能維持加算（集落協定の広域化支援）に取り組む協定数及び面積

　　　統合対象協定数及び農業集落数

　　　統合により増加した協定参加者数

その他【　　　　　　　　　　　　　　　】

取組の概要、取組により生じた効果（単価が加算されていることによる効果）

取組に対する評価及び関連する課題

取組に対する評価及び関連する課題

・地域・集落の活性化

事務担当の専任職員等が設置できた

取組の概要及び取組により生じた効果

取組に対する評価及び関連する課題

　　　中心的な役割を担う人材の人数



【参考：各市町村用 調査様式】

４　本制度の実施効果及び制度の仕組みを踏まえた総合的な評価

５　第１期対策から第４期対策までの効果等

変化等の詳細や変化等があったと考える理由

④ 集落ぐるみでの農地維持の意識が醸成された

⑤ 集落の自由で自発的な活動計画（協定）に基づく取組ができた

⑥ 農地の将来的な維持管理の見通しが共有できた

取組に対する評価及び関連する課題

総合評価

・その他

⑦ 新たな人材の受け入れや多様な組織等との連携に対する意識が醸成された

事項

① 耕作放棄地の発生が防止された

取組の概要及び取組により生じた効果

⑪ 都市住民や非農家との交流が活発に
なった

⑫ 協定参加者の世代交代（若返り）が進
んだ

⑦ 担い手への農地集積が進んだ

③ 水路・農道等の維持管理が適切に行
われるようになった

⑧ 集落間連携への意識が醸成された

⑨ 農業生産性の向上や所得向上など前向きな取組への意識が醸成された

⑩ 継続的な農地等維持への意識が醸成された

⑪ 農産物価格の変動に左右されない所得（個人配分）が確保された

② 寄合、イベント、共同活動の活発化な
ど農村協働力（集落機能）の向上・維持に
つながった

⑬ 効果なし

⑫ その他の効果【　　　　　　　　　】

① 地域の実情に応じて交付金が活用できた

② 一定期間、安定して交付金が交付された

③ 集落の活性化に関する話し合いが活発化した

　中山間地域等直接支払制度に取り組んだ結果、市町村内の集落協定において、協定締結前（第４期対策以前の期間も含む。）と比べ集落が変
わったと感じる事項をすべて選び、それぞれについてどのような変化等があったかを記載してください。また、取組期間の長短による集落の変化
等の違いや、第４期対策での特別な変化等があればその内容についても記載してください。

評価区分

⑧ 農業用機械・施設の利用の共同化が
進んだ

　上記１～３を踏まえ、評価区分（A～G）を別紙から選択し、本制度の第４期対策の総合的な評価及び評価区分を選択した理由について記載して
下さい。また、本制度の実施効果について、①から⑬までの項目の該当すると考えるものすべてに○印を記入して下さい。

⑨ 新規就農者や協定活動の核となる新
たな人材の受入が行われた

⑩ 高収益作物の導入、加工・直売、農家
レストランの開業など所得向上の取組が
行われた

④ 鳥獣被害が防止された

⑤ 多面的機能を増進する活動を通じて
農村景観の保全など集落環境が向上した

⑥ 集落営農、認定農業者など担い手が
確保された



【参考：各市町村用 調査様式】

６　今後、適切な農業生産活動が継続的に行われるための課題等

７　対象農用地を有するものの本制度に取り組んでいない理由

８　本制度に対する意見等

　中山間地域等直接支払制度に取り組んだ結果を踏まえた、本制度に対する御意見等を記載してください。

意見

⑮ その他

⑯ 課題等はない

事項 課題の詳細及び対策

取組を行わない理由

営農に関す
る課題

農村協働力
（集落機能）
に関する課

題

本制度に関
する課題

⑭ 事務負担の軽減

　対象農用地を有するものの中山間地域等直接支払制度に取り組んでいない農業集落について、取組を行わない理由を記載してください。

⑨ 集落内の話合い回数の減少

⑦ 農作業の省力化

⑬ 高齢者や女性による活動や世代間交
流が活発になった

④ 農地の生産条件（圃場条件）の不利

① 高齢化・過疎化の進行による協定参
加者の減少

人員・人材に
関する課題

⑧ 農村協働力（集落機能）の低下・共同
取組活動の衰退

⑥ 農業収入の減少

③ リーダーや活動の核となる人材の不足

　市町村内の集落協定において、本制度を活用して農業生産活動を継続していくための課題をすべて選び、その詳細及び対策（実施しているも
のを含む。）を記載してください。

⑤ 野生鳥獣の被害

⑪ 交付金返還措置への不安

⑫ 行政との連携不足

⑬ 事業要件の見直し（協定期間（５年間）
の短縮や交付単価の見直し等）

② 担い手の不在

⑩ 中山間地域の生活環境の改善

⑭ 高齢者や子育て世代への支援など定
住条件が整備された

⑮ その他


